
 
国内講演リスト 

1. 刈屋翔太，釘宮尚大，寺前拓馬，HUANG Jeff，ISSARIYAPAT Amarueda，梅田純子，山中謙太，近藤勝義：造形

部温度と雰囲気の制御による Ti-6Al-4V 積層造形合金の旧 β 粒の微細化と高強度化，粉体粉末冶金協会 2024 年

度秋季大会（第 134 回講演大会），新潟，（2024.10.19-21）． 

2. J. Huang, A. Bahador, A. Issariyapat, S. Kariya, J. Umeda, K. Kondoh: Achieving Extraordinary Strength and 

Toughness in PM Titanium-Molybdenum Alloys，粉体粉末冶金協会 2024 年度秋季大会（第 134 回講演大会），新

潟，（2024.10.19-21）． 

3. 寺前拓馬，イサリヤパット アマルダ，刈屋翔太，梅田純子，近藤勝義：α+β 型チタン積層造形体のマルテンサイト分解

の促進に資する β 相安定化元素の探索，粉体粉末冶金協会 2024 年度秋季大会（第 134 回講演大会），新潟，

（2024.10.19-21）． 

4. 寺前拓馬，イサリヤパット アマルダ，刈屋翔太，梅田純子，近藤勝義：その場マルテンサイト分解を伴って積層造形さ

れた α+β 型 Ti-2Mn 合金の組織解析，粉体粉末冶金協会 2024 年度秋季大会（第 134 回講演大会），新潟，

（2024.10.19-21）． 

5. 阿南伶永大，刈屋翔太，梅田純子，近藤勝義：Ti-6Al-4V 積層造形熱処理材における α′相の分解と引張特性，粉体粉

末冶金協会 2024 年度秋季大会（第 134 回講演大会），新潟，（2024.10.19-21）． 

6. 宮本晴，刈屋翔太，梅田純子，近藤勝義：Ti-Mo 焼結合金の熱処理による微細組織と力学特性，粉体粉末冶金協会

2024 年度秋季大会（第 134 回講演大会），新潟，（2024.10.19-21）． 

7. 山中謙太，森真奈美，小貫祐介，刈屋翔太，近藤勝義，佐藤成男，千葉晶彦：Ti−6Al−4V 合金の電子ビーム積層造

形における組織形成と塑性変形挙動に及ぼす造形条件の影響，粉体粉末冶金協会 2024 年度秋季大会（第 134 回講

演大会），新潟，（2024.10.19-21）． 

8. 刈屋翔太，花田滉生，寺前拓馬，梅田純子，近藤勝義：積層造形時の熱影響部での粒成長によるα型チタンにおける

強配向形成，粉体粉末冶金協会 2024 年度春季大会（第 133 回講演大会），東京，（2024.5.21-23）． 

9. 平子綾音，刈屋翔太，梅田純子，近藤勝義：機械学習を援用した Ti-Fe 二相合金における強化因子の特定，粉体粉末

冶金協会 2024 年度春季大会（第 133 回講演大会），東京，（2024.5.21-23）． 

10. 近藤勝義，A. Issariyapat，刈屋翔太，坪川翼，堀本里加子、池田穂香、梅田純子：B 級スポンジ廃材からの Ti 粉末の

再生プロセス，粉体粉末冶金協会 2023 年度秋季大会（第 132 回講演大会），京都，（2023.10.19-20）． 

11. 近藤勝義，A. Issariyapat，刈屋翔太，坪川翼，堀本里加子，池田穂香，梅田純子：水素化チタン化合物を含む Ti 粉末

焼結体の特性評価，粉体粉末冶金協会 2023 年度秋季大会（第 132 回講演大会），京都，（2023.10.19-20）． 

12. 寺前拓馬，イサリヤパット アマルダ，刈屋翔太，梅田純子，近藤勝義：レニウム添加量と均質化熱処理条件の最適化

による α+β 型 Ti-4Fe 焼結押出材の高強度化，粉体粉末冶金協会 2023 年度秋季大会（第 132 回講演大会），京都，

（2023.10.19-20）． 

13. 谷川泰亮，刈屋翔太，梅田純子，近藤勝義：機械学習を用いた Ti-3Al-2V 焼結圧延合金の β 相ネットワーク組織形成

と力学特性との相関モデリング，粉体粉末冶金協会 2023 年度秋季大会（第 132 回講演大会），京都，

（2023.10.19-20）． 

14. 平子綾音，刈屋翔太，梅田純子，近藤勝義：機械学習を援用した Ti-Fe 二相合金における強化因子の特定，粉体粉末

冶金協会 2023 年度秋季大会（第 132 回講演大会），京都，（2023.10.19-20）． 

15. 尾﨑由紀子，重田雄二，桧垣武史，荒牧正俊，野村直之，近藤勝義，：X 線 CT による L-PBF 材の三次元気孔配置

の定量的解析，粉体粉末冶金協会 2023 年度秋季大会（第 132 回講演大会），京都，（2023.10.19-20）． 

16. 近藤勝義，刈屋翔太，梅田純子：造形欠陥が純チタン L-PBF 材の塑性変形に及ぼす影響，日本鉄鋼協会 2023 年秋

期講演大会，富山，（2023.9.20-22）． 



 
17. 重田雄二，野村直之，荒牧正俊，工藤健太郎，近藤勝義，尾﨑由紀子：純チタン L-PBF 材の積層方向に対する内部

気孔の周期解析，日本鉄鋼協会 2023 年秋期講演大会，富山，（2023.9.20-22）． 

18. A. Issariyapat，刈屋翔太，梅田純子，近藤勝義：Laser-assisted additive manufacturing of Ti-Zr Alloy: an 

alternative metal for medical implants，日本金属学会 2023 年秋期講演大会，富山，（2023.9.19-22）． 

19. J. E. Peterson，梅田純子，近藤勝義：Mechanical anisotropy in duplex-phase laser powder bed fusion titanium 

alloys，日本金属学会 2023 年秋期講演大会，富山，（2023.9.19-22）． 

20. J. Huang，A. Issariyapat，刈屋翔太，梅田純子，近藤勝義：Enhancing ductility in additively manufactured 

solute-lean martensitic Ti-alloys，日本金属学会 2023 年秋期講演大会，富山，（2023.9.19-22）． 

21. 寺前拓馬，A. Issariyapat，刈屋翔太，梅田純子，近藤勝義：レニウム添加 Ti-Fe 焼結押出材の強化機構，日本金属

学会 2023 年秋期講演大会，富山，（2022.9.19-22）． 

22. 谷川泰亮，刈屋翔太，梅田純子，近藤勝義，坪川翼，堀本里加子，池田穂香：Near-α 型 Ti 合金の熱処理によるネット

ワーク組織形成と力学特性向上，日本金属学会 2023 年秋期講演大会，富山，（2023.9.19-22）． 

23. 花田滉生，刈屋翔太，梅田純子，近藤勝義：強配向 α-Ti 積層造形材の創製と組織形成機構の解明，日本金属学会

2023 年秋期講演大会，富山，（2023.9.19-22）． 

24. 近藤勝義, A. Issariyapat, 梅田純子，市川絵理：協会賞受賞記念講演（研究進歩賞） 軽元素を利用したチタン積層

造形材の力学機能化，粉体粉末冶金協会 2023 年度春季大会（第 131 回講演大会），東京，（2023.6.6-8）. 

25. 刈屋翔太，A. Issariyapat，A. Bahador，梅田純子，近藤勝義：LPBF により作製した酸素固溶チタン合金の塑性変形

機構，粉体粉末冶金協会 2023 年度春季大会（第 131 回講演大会），東京，（2023.6.6-8）. 

26. 谷川泰亮，刈屋翔太，梅田純子，近藤勝義，坪川翼，堀本里加子，池田穂香：Ti-3Al-2V 焼結圧延材におけるネットワ

ーク組織形成と力学特性に及ぼす熱処理の影響，粉体粉末冶金協会 2023 年度春季大会（第 131 回講演大会），東

京，（2023.6.6-8）. 

27. 釘宮尚大，梅田純子，刈屋翔太，A. Bahador，近藤勝義：チタン粉末の焼結過程における酸化チタン分解反応時の微

細粒組織形成機構の解明，粉体粉末冶金協会 2023 年度春季大会（第 131 回講演大会），東京，（2023.6.6-8）. 

28. 宮本晴，梅田純子，刈屋翔太，近藤勝義：TiC 粒子分散 Ti-Zr 粉末圧延材の強化機構解明，粉体粉末冶金協会 2023

年度春季大会（第 131 回講演大会），東京，（2023.6.6-8）. 

29. 重田雄二，荒牧正俊，工藤健太郎，品川一成，野村直之，近藤勝義，尾﨑由紀子：パーシステントホモロジーによる 

Ti-AM材の延性き裂発生に関わる3D欠陥配置の特定，粉体粉末冶金協会2023年度春季大会（第131回講演大会），

東京，（2023.6.6-8）. 

30. 瀧沢良太、刈屋翔太、近藤勝義、梅田純子：酸素固溶チタン材における塑性変形機構に及ぼすひずみ速度の影響，

粉体粉末冶金協会 2022 年度秋季大会（第 130 回講演大会），京都，（2022.11.15-17） 

31. 刈屋翔太，瀧沢良太，梅田純子，近藤勝義：酸素固溶チタン合金焼結材および L-PBF 材の引張破壊挙動，日本金

属学会 2022 年秋期講演大会，福岡，（2022.9.20-23）． 

32. A. Issariyapat，S. Kariya, J. Umeda, K. Kondoh: The role of solutes and process parameters in grain structure 

control of additively manufactured Ti，日本金属学会 2022 年秋期講演大会，福岡，（2022.9.20-23）． 

33. J. E. Peterson，J. Umeda, K. Kondoh: Mapping a novel columnar-to-isotropic transition in laser powder bed 

fusion Ti-10Mo，日本金属学会 2022 年秋期講演大会，福岡，（2022.9.20-23）． 

34. 近藤勝義，西村のどか，刈屋翔太，梅田純子：チタンと PET 樹脂の接合機構に及ぼす界面での気泡の影響，日本機

械学会 2022 年度年次大会，富山，（2022.9.11-14）． 

35. 梅田純子：SDGs に関する取組紹介～非食部バイオマスの利活用研究とダイバーシティ推進活動～，第 109 回大阪

大学工業会機械工学系技術交流会，WEB，(2022.5.27). 



 
36. 近藤勝義，市川絵理，J. E. Peterson，林雄大，刈屋翔太，設樂一希，梅田純子：高濃度炭素含有チタン焼結材の強

化機構，粉体粉末冶金協会 2022 年度春季大会（第 129 回講演大会）, WEB, (2022.5.24-26). 

37. 刈屋翔太，A. Issariyapat，A. Bahador，梅田純子，近藤勝義：不純物酸素が Ti-64 合金積層造形体の微細組織形成

に及ぼす影響，粉体粉末冶金協会 2022 年度春季大会（第 129 回講演大会）, WEB, (2022.5.24-26). 

38. 花田滉生，刈屋翔太，設樂一希，梅田純子，近藤勝義：Ti-Cu 積層造形合金における熱処理過程での金属間化合物

の析出機構解明，粉体粉末冶金協会 2022 年度春季大会（第 129 回講演大会）, WEB, (2022.5.24-26). 

39. 重田雄二，荒牧正俊，工藤健太郎，品川一成，野村直之，近藤勝義，尾﨑由紀子：チタン積層造形材における 3 次元

構造欠陥が引張強度に及ぼす影響，粉体粉末冶金協会 2022 年度春季大会（第 129 回講演大会）, WEB, 

(2022.5.24-26). 

40. 近藤勝義，A. Issariyapat，刈屋翔太，梅田純子：微量添加元素を利用したチタン積層造形体の力学機能化，第９７回

レーザ加工学会講演会，大阪，（2022.5.17-18） 

41. 梅田純子：文系から理系教員への歩み，そしてダイバーシティ実現への挑戦，第 7 回国際公共政策コンファレンス （待兼

山会議），WEB，(2022.03.27) 

42. 市川絵理，刈屋翔太，設樂一希，梅田純子，近藤勝義：チタン積層造形材の組織と力学特性に及ぼす炭素添加の影

響，軽金属学会創立 70 周年記念 第 141 回秋期大会, WEB, (2021.11.13-14)． 

43. 近藤勝義，刈屋翔太，梅田純子：粉末冶金法を基調とした工程内チタン廃材の高度再資源化技術と応用，粉体粉末

冶金協会 2021 年度秋季大会（第 128 回講演大会）, WEB, (2021.11.9-11) ，（招待講演）. 

44. A. Issariyapat, J. Umeda, K. Kondoh: Lightweight micro-architectured lattice Ti-Zr materials manufactured by 

SLM, 粉体粉末冶金協会 2021 年度秋季大会（第 128 回講演大会）, WEB, (2021.11.9-11). 

45. A. Bahador, J. Umeda, K. Kondoh: Microstructure and mechanical properties of powder metallurgy Ti–Fe–W 

alloy consolidated by spark plasma sintering incorporating with thermomechanical processing, 粉体粉末冶金協

会 2021 年度秋季大会（第 128 回講演大会）, WEB, (2021.11.9-11). 

46. J. E. Peterson, E. Ichikawa, J. Umeda, K. Kondoh: SLM Induced Carbon Solid Solution in Titanium Alloys, 粉体

粉末冶金協会 2021 年度秋季大会（第 128 回講演大会）, WEB, (2021.11.9-11). 

47. A. Bahador, J. Umeda, K. Kondoh: Low cost duplex Ti alloys with excellent tensile strength and tailored 

microstructure，日本金属学会 2021 年秋期 第 169 回講演大会，WEB，（2021.9.17）． 

48. 設樂一希，吉矢真人，梅田純子，近藤勝義：実験および第一原理計算の系統的データベースに基づくチタン固溶強化

量予測モデルの構築，日本金属学会 2021 年秋期 第 169 回講演大会，WEB，（2021.9.16）． 

49. 近藤 勝義、刈屋 翔太：軽元素による純チタン焼結材の固溶強化量予測と検証，日本鉄鋼協会 第 182 回秋季講演

大会，WEB，（2021.9.3）． 

50. 近藤勝義：負の添加元素が拓くチタン積層造形材の力学機能化，大阪大学接合科学研究所第 18 回産学連携シンポ

ジウム，WEB，（2021.7.2）． 

51. 近藤勝義，寺前拓馬，設樂一希，梅田純子：生体適合性 Ti-Zr 系焼結合金の特性，学際・国際的高度人材育成ライフ

イノベーションマテリアル創製共同研究プロジェクト（６大学連携プロジェクト）第 5 回公開討論会，WEB，（2020.11.30）． 

52. 近藤勝義：C=O 結合を利用した樹脂-金属異材の直接接合プロセス，大阪大学接合科学研究所東京セミナー，WEB，

（2020.11.25）． 

53. 近藤勝義，米澤隆行，枝知樹，梅田純子：医療デバイス用 TiNi 系焼結合金の結晶組織制御による高機能化，粉体粉

末冶金協会 2020 年度秋季大会，WEB，（2020.10.27）． 

54. 近藤勝義：粉末冶金で作られる製品（粉末冶金製品や材料すべての概論），第 2 回粉末冶金入門講座，粉体粉末冶

金協会，名古屋，（2020.10.2）． 



 
55. 近藤勝義：チタン粉末積層造形体における酸素・窒素固溶強化と加工・熱処理の適用，粉体粉末冶金協会第 12 回粉

末積層 3D 造形技術委員会，WEB，（2020.9.4）． 

56. 寺前拓馬，設樂一希，梅田純子，近藤勝義：高強度α＋β型 Zr 固溶 Ti-4Fe 粉末押出材の組織形成挙動のその場観

察，軽金属学会第 138 回春期大会，高松，（2020.5.22-24）. 

57. 西村のどか，梅田純子，設樂一希，近藤勝義：その場合成法による Al3Zr 粒子分散 Al 焼結複合材の摩擦摩耗特性，

軽金属学会第 138 回春期大会，高松，（2020.5.22-24）. 

58. 市川絵理，設樂一希，梅田純子，近藤勝義：レーザー積層造形法により作製した酸素固溶チタン材の組織形成機構と

力学特性，軽金属学会第 138 回春期大会，高松，（2020.5.22-24）. 

59. 設樂一希，吉矢真人，梅田純子，近藤勝義：系統的実験データベースと第一原理計算に基づくα-Ti 材における固溶

強化量予測モデル，日本金属学会 2020 年春期講演大会，東京，（2020.3.17-19）. 

60. 横田克哉，設樂一希，A. Bahador，梅田純子，近藤勝義：Ta 安定化 β-Ti 合金における酸素固溶強化，日本金属学会

2020 年春期講演大会，東京，（2020.3.17-19）. 

61. 前田徹，宮崎博香，岩崎類，桑原鉄也，井上明子，近藤勝義：Al-Fe 系超急冷粉末を用いた粉末熱間押出材の諸特

性，日本金属学会 2019 年秋期講演大会，岡山，（2019.9.11-13）. 

62. 寺前拓馬，田中貴之，福生瑞希，設樂一希，梅田純子，近藤勝義：Zr 固溶 Ti-Fe 合金の針状組織形成挙動と強度解

析，粉体粉末冶金協会 2019 年度春季大会，横浜，（2019.6.4-6）． 
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103. 陳彪，今井久志，近藤勝義：カーボンナノチューブ分散強化高強度アルミニウム複合材の研究，軽金属学会第 130 回

春期大会，大阪，（2016.5.27-29）． 
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107. 今井久志，近藤勝義：粉末冶金法による CNT 分散純銅基複合材料の力学特性，平成 28 年度塑性加工春季講演会，
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